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黎
明
会
と
そ
の
漸
進
主
義

中

村

勝

範

一
、
問
題
の
所
在

二
、
黎
明
会
活
動
の
開
始
－
第
一
回
例
会
よ
り
第
一
回
講
演
会
ま
で
1

三
、
黎
明
会
第
一
回
講
演
会
の
内
容
と
分
析
（
1
）

四
、
黎
明
会
第
一
回
講
演
会
の
内
容
と
分
析
（
n
）

　
結
　
　
語

一
、
問
題
の
所
在

黎明会とその漸進主義

　
黎
明
会
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
十
二
月
二
十
三
日
に
創
立
さ
れ
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
八
月
に
解
散
し
た
民
主
的
知
識
人
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
「
講
演
会
と
講
演
集
の
発
行
に
よ
っ
て
す
る
思
想
の
運
動
」
を
お
こ
な
う
団
体
で
あ
っ
た
。
黎
明
会
は
専
制
主
義
・
保
守
主
義
・
軍
国

主
義
に
反
対
し
て
自
由
主
義
・
進
歩
主
義
・
民
主
主
義
を
宣
布
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
と
か
、
あ
る
い
は
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化

の
諸
問
題
に
つ
い
て
激
烈
な
る
旧
思
想
攻
撃
を
行
な
っ
た
と
す
る
評
価
が
あ
る
。
過
大
評
価
で
は
な
い
か
と
思
う
。
黎
明
会
は
、
専
制
主

義
・
保
守
主
義
・
軍
国
主
義
を
容
認
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
批
判
す
る
場
合
、
そ
の
用
語
は
慎
重
で
あ
っ
た
．
黎
明
会
は
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自
由
主
義
・
進
歩
主
義
・
民
主
主
義
を
主
張
す
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
新
思
想
は
旧
思
想
と
対
立
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
新
思
想
こ
そ
旧
思

想
の
精
神
を
正
統
に
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
論
法
を
し
ぽ
し
ば
用
い
た
。
新
参
の
思
想
は
、
土
着
の
旧
思
想
に
押
し
潰
さ
れ
ま
い

と
す
る
た
め
、
新
思
想
は
旧
思
想
の
嫡
子
で
あ
る
と
い
う
論
法
も
用
い
た
。
黎
明
会
は
激
烈
に
旧
思
想
を
攻
撃
し
な
か
っ
た
と
い
わ
ん
よ

り
も
、
旧
思
想
か
ら
の
重
圧
に
抗
し
て
い
か
に
新
思
想
を
自
衛
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
苦
慮
し
た
と
い
う
の
が
、
黎
明
会
研
究
の
筆
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

一
貫
し
た
仮
説
で
あ
る
。
本
稿
も
、
そ
の
仮
説
に
副
い
、
黎
明
会
の
活
動
と
思
想
を
第
一
回
例
会
か
ら
黎
明
会
第
一
回
講
演
会
ま
で
に
限

定
し
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
吉
野
作
造
「
先
づ
自
己
を
反
省
せ
よ
（
開
会
の
辞
）
」
（
『
黎
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
三
輯
・
大
正
八
年
五
月
一
日
）
。

　
（
2
）
　
中
村
勝
範
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
一
断
面
－
黎
明
会
の
研
究
ー
」
（
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
編
『
慶
鷹
義
塾
創
立
一
二
五
年
記
念
論
文

　
　
集
・
法
学
部
政
治
学
関
係
』
昭
和
五
十
八
年
十
月
）
及
び
中
村
勝
範
「
黎
明
会
創
立
に
お
け
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
一
餉
」
（
慶
鷹
義
塾
大
学
法

　
　
学
研
究
会
編
『
法
学
研
究
』
第
五
十
八
巻
第
二
号
・
昭
和
六
十
年
二
月
）
。
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二
、

黎
明
会
活
動
の
開
始

　
　
－
第
一
回
例
会
よ
り
第
一
回
講
演
会
ま
で
ー

　
第
一
回
例
会
は
、
大
正
七
年
十
二
月
二
十
三
日
午
後
五
時
半
よ
り
学
士
会
館
に
て
黎
明
会
創
立
会
を
兼
ね
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
参
会
者

は
、
福
田
徳
三
、
吉
野
作
造
、
左
右
田
喜
一
郎
、
渡
辺
鉄
蔵
、
森
戸
辰
男
、
大
庭
景
秋
、
麻
生
久
．
木
村
久
一
．
瀧
田
哲
太
郎
、
中
目
尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

義
の
十
人
で
あ
っ
た
。
創
立
会
に
参
集
し
な
か
っ
た
会
員
も
含
め
、
黎
明
会
創
立
時
の
全
会
員
は
十
八
名
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

れ
る
。
こ
の
例
会
に
お
い
て
は
、
会
の
大
綱
三
則
、
以
下
会
の
大
筋
を
決
定
し
た
。

　
第
二
会
例
会
は
．
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
月
十
五
日
午
後
五
時
半
か
ら
学
士
会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。
参
会
者
は
、
福
田
、
吉

野
、
左
右
田
、
森
戸
、
渡
辺
、
木
村
、
大
庭
、
麻
生
、
中
目
の
ほ
か
姉
崎
正
治
で
あ
っ
た
。
例
会
の
内
容
は
、
①
懇
談
、
②
第
二
回
講
演



　
　
（
3
）

日
打
合
せ
、
③
朝
永
三
十
郎
、
穂
積
重
遠
、
佐
々
木
惣
一
、
大
島
正
徳
、
五
来
欣
造
、
大
山
郁
夫
を
会
員
に
推
薦
す
る
議
が
あ
り
、
全
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

異
議
な
く
可
決
し
た
．
入
会
歓
誘
を
吉
野
が
引
受
け
た
。

　
第
一
回
講
演
会
は
、
大
正
八
年
一
月
十
八
日
（
土
曜
日
）
午
後
六
時
か
ら
神
田
青
年
会
館
講
堂
で
開
催
し
た
。
会
場
入
口
に
お
い
て
聴

講
者
に
印
刷
物
が
配
布
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
黎
明
会
が
組
織
さ
れ
た
趣
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
．
こ
の
趣
旨
書
の
内
容
は
、
福
田
、
吉
野
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

が
、
黎
明
会
創
立
を
相
談
す
る
た
め
に
大
正
七
年
十
二
月
四
日
に
会
合
し
、
そ
の
結
果
、
同
志
拡
大
の
た
め
発
送
し
た
勧
誘
状
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
内
容
と
ま
っ
た
く
相
似
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
第
一
回
講
演
会
は
、
定
刻
前
、
す
で
に
満
員
の
盛
況
で
あ
っ
た
。
傍
聴
料
十
銭
を
徴
収
し
た
こ
と
が
聴
衆
の
質
を
選
別
し
、
高
め
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

か
、
普
通
の
公
開
演
説
会
等
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
緊
張
し
た
雰
囲
気
が
広
い
会
場
を
埋
め
た
聴
衆
全
体
に
流
れ
て
い
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
こ
の
時
の
講
演
者
並
び
に
演
題
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

黎明会とその漸進主義

開
会
の
辞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
博
士

文
化
主
義
の
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
博
士

新
国
民
心
理
の
創
造
　
　
　
　
　
　
早
大
講
師

頑
冥
思
想
よ
り
見
た
る
普
通
選
挙
　
　
法
学
博
士

国
本
は
動
か
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
博
士

司
会
は
大
庭
景
秋
（
桐
公
）
で
あ
っ
た
。

（
1
）
　
前
掲
拙
論

（
2
）
　
右
同
．

（
3
）
　
「
黎
明
会
記
録
」

　
回
講
演
会
打
合
せ
」

（
4
）
　
右
「
黎
明
会
記
録
」
。

（
5
V
　
勧
誘
状
は
右
「
黎
明
会
記
録
」
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
次
節
に
お
い
て
、

「
黎
明
会
創
立
に
お
け
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
一
餉
」
．

吉
野
作
造

左
右
田
喜
一
郎

木
村
久
一

今
井
嘉
幸

福
田
徳
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
　
　
各
講
演
の
内
容
を
要
約
、

（
『
黎
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
四
輯
・
大
正
八
年
六
月
一
日
）

の
誤
記
も
し
く
は
誤
植
で
あ
ろ
う
。

に
は

分
析
し
よ
う
。

「
第
一
回
講
演
会
打
合
せ
」
と
あ
る
が
，
こ
れ
は
「
第
二

前
掲
拙
論
「
黎
明
会
創
立
に
お
け
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
一
餉
」
で
紹
介
し
た
。

69



法学研究59巻12号（’86：12）

（
6
）
　
そ
の
当
時
．
「
諸
種
の
演
説
会
等
が
殆
ん
ど
無
料
を
看
板
に
し
て
来
聴
者
を
集
む
る
慣
例
を
作
っ
て
居
」
た
が
、
黎
明
会
講
演
会
が
聴
講
者
全

員
よ
り
十
銭
宛
の
「
聴
講
料
を
徴
し
て
尚
お
此
く
の
如
き
盛
況
を
示
し
た
事
実
は
、
一
面
に
於
い
て
世
人
の
注
意
が
如
何
な
る
方
向
を
目
ざ
し
、
如

何
な
る
問
題
に
集
中
す
る
か
を
無
言
裡
に
説
明
し
て
居
る
」
（
中
目
尚
義
「
雑
記
』
〈
『
黎
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
一
輯
・
大
正
八
年
三
月
一
日
発
行
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
福
田
徳
三
は
黎
明
会
が
傍
聴
料
を
徴
収
し
た
理
由
に
つ
き
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
私
共
の
黎
明
会
は
ご
く
少
数

　
の
会
員
が
唯
自
力
を
以
て
作
っ
て
居
る
会
で
あ
り
ま
し
て
、
何
所
か
ら
も
何
等
の
金
を
貰
う
の
で
も
な
け
れ
ぽ
、
又
何
等
の
営
利
事
業
を
営
む
の
で

　
パ
マ
ご

な
い
」
た
め
傍
聴
料
に
よ
り
必
要
経
費
を
ま
か
な
お
う
と
し
た
こ
と
と
、
ま
た
「
黎
明
会
の
み
な
ら
ず
外
の
会
で
も
十
分
に
自
か
ら
信
ず
る
所
が
あ

り
、
又
来
て
戴
く
に
足
る
と
云
う
自
信
を
持
っ
た
な
ら
ば
，
必
ず
傍
聴
料
を
徴
収
す
る
よ
う
に
あ
り
た
い
と
云
う
の
が
少
く
と
も
私
一
人
の
考
で
あ

り
ま
す
」
（
福
田
徳
三
「
国
本
は
動
か
ず
」
〈
前
掲
『
黎
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
一
輯
〉
）
。

（
7
）
　
時
事
新
報
・
大
正
八
年
一
月
十
九
日
。

（
8
）
講
演
者
、
演
題
、
講
演
者
の
肩
書
は
前
掲
『
黎
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
一
輯
に
よ
る
。

（
9
）
　
右
同
。

70

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
黎
明
会
第
一
回
講
演
会
の
内
容
と
分
析
（
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
吉
野
作
造
の
演
題
は
「
開
会
の
辞
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
黎
明
会
の
趣
意
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
吉
野
は
、
黎
明
会
の

大
綱
三
則
に
つ
き
逐
次
説
明
す
る
。

　
第
一
条
の
「
日
本
の
国
本
を
学
理
的
に
閲
明
し
て
、
世
界
人
文
の
発
達
に
於
け
る
日
本
の
使
命
を
発
揮
す
る
こ
と
」
と
い
う
の
は
、
日

本
の
国
本
を
其
理
論
に
基
か
な
い
、
誤
っ
た
伝
説
や
迷
信
に
よ
っ
て
間
違
っ
た
方
向
へ
迷
わ
し
む
る
と
い
う
こ
と
は
黎
明
会
の
採
ら
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
、
世
界
共
存
の
間
に
お
け
る
「
日
本
国
運
の
進
歩
を
図
」
る
た
め
に
、
「
偏
狭
な
る
利
己
的
国
家
主
義
に
は
反
対
す
る
」

こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
条
の
「
世
界
の
大
勢
に
逆
行
す
る
危
険
な
る
頑
迷
思
想
を
撲
滅
す
る
こ
と
」
と
い
う
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
．
す
な
わ



黎明会とその漸進主義

ち
、
日
本
人
に
は
日
本
人
独
特
の
立
場
が
あ
る
と
主
張
す
る
者
が
い
る
が
、
「
其
独
特
な
る
も
の
は
世
界
全
体
の
進
歩
と
何
等
関
係
の
な

い
も
の
な
ら
ば
吾
々
は
之
を
誇
る
に
足
ら
ぬ
と
思
う
．
即
ち
吾
々
の
独
特
な
る
も
の
は
世
界
に
於
て
独
特
な
る
と
同
時
に
、
世
界
を
率
い

て
世
界
の
進
歩
に
貢
献
す
る
力
を
持
っ
て
居
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
意
味
に
於
て
吾
々
は
世
界
の
大
勢
に
着
眼
し
つ
』
、
日
本

独
特
の
使
命
を
発
見
し
、
又
之
を
大
に
発
揮
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
と
云
う
其
着
眼
点
に
立
た
ん
と
す
る
」
も
の
で
あ
る
。
こ
の
着
眼
点
に

反
対
す
る
も
の
が
頑
冥
思
想
で
あ
り
．
こ
れ
を
撲
滅
し
打
破
す
る
の
だ
。

　
第
三
条
の
「
戦
後
世
界
の
新
趨
勢
に
順
鷹
し
て
、
国
民
生
活
の
安
固
充
実
を
促
進
す
る
こ
と
」
と
い
う
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ

る
．
吾
々
が
見
て
危
険
思
想
・
頑
冥
思
想
の
一
派
と
思
わ
れ
る
人
た
ち
か
ら
見
て
「
危
険
思
想
な
り
と
す
る
も
の
に
矢
張
り
本
当
の
危
険

思
想
も
あ
る
」
、
そ
の
危
険
思
想
が
流
行
す
る
の
は
外
来
思
想
に
よ
る
の
だ
と
頑
冥
思
想
家
は
い
う
。
し
か
し
、
今
日
の
日
本
の
社
会
に

存
在
す
る
欠
陥
と
相
侯
っ
て
外
来
思
想
が
煩
い
を
な
す
の
で
あ
っ
て
、
社
会
的
欠
陥
な
し
に
外
来
思
想
は
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
．
政
治
、
経
済
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
方
面
の
欠
陥
を
克
服
す
る
こ
と
が
肝
腎
で
あ
る
、
「
健
全
な
る
社
会
に
於
て
始
め
て
健
全
な
る
思

想
が
起
り
、
健
全
な
る
思
想
を
続
々
起
さ
し
め
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
先
づ
其
社
会
其
も
の
を
健
全
な
ら
し
め
ざ
る
可
ら
ず
」
、
す
な
わ
ち

国
民
生
活
の
安
固
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
別
段
、
新
ら
し
く
も
な
い
三
則
を
明
ら
か
に
し
て
黎
明
会
を
結
成
し
た
理
由
は
二
個
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
日
本
が
連
合
国
の
一
員
と

し
て
、
い
ま
ま
さ
に
来
ら
ん
と
す
る
世
界
の
大
改
革
に
参
加
す
る
際
、
こ
と
に
国
本
の
基
礎
を
固
め
、
世
界
の
大
勢
に
鷹
じ
て
我
国
の
立

国
の
基
礎
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
必
要
が
迫
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
は
．
前
述
の
ご
と
き
必
要
と
は
逆
行
す
る
思
想
が
、
国

民
の
一
部
分
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
、
こ
れ
と
戦
う
た
め
に
、
三
則
を
強
調
し
、
黎
明
会
を
発
足
さ
せ
た
所
以
で
あ
る
。

　
黎
明
会
々
員
は
、
日
本
の
将
来
に
関
し
て
は
各
自
異
な
っ
た
目
標
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
黎
明
会
々
員
は
、
思
索
立
論
の
根
拠

と
し
て
大
綱
三
則
を
設
け
、
こ
の
根
拠
に
反
対
・
逆
行
す
る
思
想
に
は
一
斉
に
対
抗
す
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
思
索
立
論
に
よ
り
、
さ

ら
に
一
歩
を
進
め
て
、
日
本
の
前
途
に
対
し
て
は
如
何
な
る
目
標
を
与
う
べ
き
や
と
い
う
点
に
関
し
て
は
銘
々
の
意
見
は
必
ず
し
も
一
致
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し
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
、
「
吾
々
は
私
共
の
掲
げ
た
三
箇
条
の
方
針
に
従
う
と
云
う
こ
と
に
一
線
を
引
い
て
、
其
線
か
ら
後
ろ
を
向
い

た
時
は
力
を
協
せ
て
之
と
戦
う
、
そ
し
て
一
切
の
障
碍
を
排
し
て
．
そ
れ
か
ら
先
は
銘
々
自
分
の
信
ず
る
所
に
向
っ
て
進
む
」
の
で
あ
る
。

　
吾
々
の
運
動
は
専
ら
言
論
戦
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
毎
月
一
回
位
の
講
演
会
を
す
る
と
い
う
だ
け
の
申
し
合
わ
せ
と
、
そ
の
講
演
を
公

刊
す
る
と
い
う
だ
け
の
運
動
で
あ
る
。
会
員
は
募
集
せ
ず
、
寄
附
も
受
け
な
い
。
「
吾
々
の
此
言
論
の
戦
を
為
し
得
る
所
の
且
つ
人
格
に

於
て
互
に
信
頼
す
る
所
の
少
数
の
人
丈
け
の
運
動
」
で
あ
る
。

　
以
上
、
吉
野
の
「
開
会
の
辞
」
を
要
約
し
た
。
以
下
、
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。
大
綱
第
一
条
を
解
説
す
る
に
当
り
、
吉
野
は
「
国
本

を
学
理
的
に
閲
明
」
に
し
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
国
本
に
深
入
り
し
ま
い
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
第
一
条
に
よ
れ
ぽ
、
国
本

を
学
理
的
に
閲
明
に
し
な
く
て
は
な
ら
顧
の
で
あ
る
が
、
吉
野
は
「
国
本
の
学
理
的
閲
明
と
云
う
の
は
諄
々
し
く
説
明
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
日
本
帝
国
の
由
て
以
て
立
つ
所
に
は
相
当
の
根
拠
が
あ
る
。
今
日
日
本
が
世
界
に
於
て
富
強
な
る
独
立
国
と
し
て
立

っ
て
行
き
ま
す
所
の
根
抵
は
一
朝
一
夕
の
事
で
は
な
い
。
之
に
は
相
当
の
理
由
が
あ
る
。
其
相
当
の
理
由
を
吾
々
が
研
究
し
て
、
其
源
に

立
ち
帰
っ
て
之
を
培
養
す
る
。
之
に
依
て
更
に
日
本
国
の
発
展
を
図
ろ
う
と
云
う
の
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
吉
野
は
、
右

の
文
言
に
続
け
て
、
理
論
に
基
か
な
い
誤
っ
た
伝
説
や
迷
信
に
根
拠
を
お
く
国
本
論
を
吾
々
は
採
ら
な
い
と
い
う
．
自
ら
国
本
を
学
理

的
・
理
論
的
に
閲
明
に
す
る
こ
と
な
く
、
誤
謬
に
満
ち
た
伝
説
、
迷
信
的
国
本
論
を
排
除
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
言
葉
だ
け
に
よ
る
学

理
的
国
本
論
で
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
吉
野
の
国
本
論
は
、
「
諄
々
し
く
説
明
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ね
」
ど
こ
ろ
か
、
ま
っ
た
く
説
明
さ
れ

ず
、
た
だ
「
国
本
は
動
か
ず
、
吾
々
は
日
本
の
国
本
は
動
い
た
と
は
思
わ
な
い
」
と
い
う
の
み
で
、
こ
の
問
題
に
深
く
立
ち
入
る
ま
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
た
。
そ
れ
は
一
面
に
お
い
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
面
、
同
じ
壇
上
に
立
っ
た
福
田
徳
三
が
そ
の
講
演
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
き
り
に
君
主
国
、
君
主
国
民
、
国
体
の
精
華
、
万
世
一
系
の
日
本
の
国
体
、
日
本
は
神
の
国
等
々
の
語
彙
を
多
用
し
た
こ
と
と
比
較
す

る
と
、
吉
野
の
講
演
は
か
か
る
語
彙
を
全
く
使
用
し
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
異
な
っ
て
い
た
。
同
時
に
、
吉
野
は
こ
の
講
演
に
お
い

て
世
界
の
大
勢
に
逆
行
す
る
危
険
な
る
頑
冥
思
想
と
「
戦
う
た
め
に
」
三
則
を
設
け
て
黎
明
会
を
発
足
さ
せ
た
と
述
べ
た
．
「
戦
う
」
と
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い
う
勇
ま
し
い
言
葉
を
使
用
し
た
が
、
そ
の
実
、
デ
モ
ク
ラ
シ
i
、
民
主
主
義
、
民
本
主
義
と
い
う
語
彙
を
一
語
も
使
用
し
な
か
っ
た
ほ

ど
に
お
だ
や
か
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
吉
野
の
頑
冥
派
か
ら
の
攻
撃
を
避
け
よ
う
と
す
る
慎
重
な
態
度
と
、
攻
撃
を
避
け
る
た
め
と
は
い
え

頑
冥
派
に
迎
合
は
し
な
い
と
い
う
精
神
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
吉
野
は
第
一
条
解
説
に
際
し
、
吾
々
の
考
え
と
相
容
れ
ざ
る
思
想
、
運
動
を
「
危
険
な
る
思
想
」
と
認
め
る
と
し
た
。
黎
明
会
は
頑

冥
・
危
険
思
想
に
反
対
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
頑
冥
思
想
・
危
険
思
想
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
を
区
別
す

る
基
準
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
．
そ
の
基
準
を
軽
い
気
持
で
、
「
吾
人
の
考
と
相
容
れ
ざ
る
所
の
思
想
な
り
或
は
実
際
の
運
動
」
と
述
べ
た

の
で
あ
ろ
う
．
そ
う
で
は
な
く
て
、
吾
人
の
思
想
と
運
動
と
相
容
れ
な
い
も
の
を
、
寸
分
違
わ
ず
、
た
だ
ち
に
頑
冥
・
危
険
思
想
と
断
定

し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
独
断
で
あ
り
、
危
険
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
言
葉
で
あ
っ
た
．
こ
の
よ
う
に
、
ま

ぎ
ら
わ
し
い
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
吉
野
に
か
ぎ
ら
な
い
が
、
吉
野
も
ま
た
国
本
と
同
様
に
頑
冥
思
想
、
危
険
思
想
を
明

確
に
し
て
出
発
し
な
い
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
っ
た
。

　
大
綱
三
則
第
三
条
解
説
中
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
て
頑
冥
派
と
考
え
る
人
が
危
険
思
想
と
す
る
も
の
の
中
に
、
真
実
、
危
険
思
想
が
あ
る

と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
社
会
主
義
、
就
中
マ
ル
ク
ス
主
義
濃
厚
な
社
会
民
主
主
義
を
碗
曲
に
し
め
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
．
吉
野
に
つ
い
で
壇
上
に
立
っ
た
左
右
田
喜
一
郎
が
、
吉
野
の
講
演
の
「
独
逸
派
の
社
会
民
主
主
義
を
排
す
る
は
吾
が
意
を
得
た
り
」

と
し
た
の
は
こ
の
部
分
で
あ
ろ
う
．
こ
の
講
演
を
聴
い
た
尾
崎
士
郎
が
「
社
会
主
義
は
浪
人
会
の
有
す
る
頑
冥
思
想
と
共
に
当
然
排
斥
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
そ
う
で
あ
る
」
と
記
し
た
の
も
こ
の
部
分
で
あ
ろ
う
．
吉
野
は
、
偏
狭
な
利
己
的
国
家
主
義
に
反
対
し
、
頑
冥

思
想
を
撲
滅
打
破
す
る
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
具
体
的
に
し
め
さ
な
か
っ
た
が
、
他
方
、
社
会
主
義
を
排
斥
す
る
こ
と
を
忘
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

な
か
っ
た
．
こ
の
こ
と
は
、
黎
明
会
が
、
そ
の
結
成
の
時
点
か
ら
社
会
主
義
者
を
極
力
排
除
し
た
こ
と
と
深
く
関
係
し
、
黎
明
会
及
び
吉

野
ら
の
防
衛
的
姿
勢
を
う
か
が
え
る
大
事
な
点
で
あ
る
．

　
吉
野
は
講
演
の
末
尾
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
運
動
は
飽
ま
で
も
言
論
戦
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
た
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
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し
た
文
言
は
大
阪
朝
日
新
聞
事
件
を
念
頭
に
発
言
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
吉
野
の
こ
の
言
葉
は
、
中
目
尚
義
が
『
黎
明
講
演
集
』
創
刊

号
に
お
い
て
、
「
黎
明
会
々
員
は
各
自
口
に
筆
に
与
え
ら
れ
た
限
り
の
力
を
揮
い
、
『
思
想
は
思
想
を
以
て
の
み
戦
い
、
言
論
は
言
論
を
以

て
の
み
戦
う
べ
し
』
と
い
う
信
条
に
立
脚
し
、
一
に
言
論
を
以
て
終
始
し
愛
国
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
続
行
し
て
、
国
家
を
危
う
す
る
惧
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

あ
る
凡
ゆ
る
危
険
な
る
頑
冥
思
想
に
対
っ
て
挑
戦
し
、
之
れ
に
打
ち
勝
た
ず
ん
ば
止
ま
ざ
ら
ん
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
論
述
し

た
と
こ
ろ
と
共
通
す
る
。
中
目
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
黎
明
会
々
員
は
言
論
に
よ
っ
て
の
み
立
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
反
対

す
る
者
も
言
論
に
よ
り
鷹
じ
て
ほ
し
い
、
間
違
っ
て
も
、
暴
力
行
為
は
御
勘
弁
願
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
中
目
は
、
念
を
押
し
て
、

黎
明
会
々
員
の
行
う
と
こ
ろ
は
「
愛
国
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
で
あ
る
と
い
う
。
国
本
に
そ
む
い
た
り
、
反
国
家
的
な
言
論
を
展
開
す
る
の

で
は
な
い
、
国
を
愛
す
る
至
情
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
吉
野
は
、
さ
き
の
講
演
に
お
い
て
「
愛
国
」
と
い
う
文
言
は
使
用
し
な
か
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

「
日
本
国
運
の
進
歩
」
「
日
本
帝
国
の
進
運
」
「
我
国
の
立
国
の
基
礎
」
と
い
う
文
言
を
用
い
た
。
中
目
、
吉
野
は
共
に
、
黎
明
会
は
、
言

論
戦
を
唯
一
の
運
動
と
す
る
会
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
さ
ら
に
そ
の
言
論
戦
が
愛
国
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
日
本
帝
国
の
進
運
の
範
囲
内
で

あ
る
こ
と
を
明
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誤
解
に
基
づ
く
攻
撃
を
避
け
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
に
も
ま
た
黎
明
会
が
い
か
に
自
己
の
主
張
の

防
衛
に
専
心
し
た
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
．

　
吉
野
は
、
黎
明
会
は
会
員
を
募
集
し
な
い
こ
と
、
ま
た
同
会
は
「
言
論
の
戦
を
為
し
得
る
所
」
の
且
つ
「
人
格
に
於
て
互
に
信
頼
す
る

所
の
少
数
の
人
丈
け
の
運
動
」
で
あ
る
と
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
会
員
数
を
少
人
数
に
限
る
と
い
う
こ
と
を
語
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の

少
数
者
に
よ
る
運
動
は
、
黎
明
会
の
本
質
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
を
以
下
、
論
ず
る
。

　
黎
明
会
が
創
立
さ
れ
る
と
新
聞
は
こ
れ
を
報
じ
、
反
響
は
小
さ
く
な
か
っ
た
。
全
国
各
地
よ
り
、
支
部
の
設
置
を
希
望
す
る
者
、
会
員

と
な
っ
て
運
動
に
参
加
し
た
い
と
希
望
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
黎
明
会
と
し
て
は
「
少
数
の
併
し
堅
実
な
る
会
員
組
織

を
維
持
す
る
に
止
め
」
、
会
員
を
広
く
募
ら
な
い
こ
と
に
し
た
．
入
会
の
申
込
み
に
対
し
て
は
会
員
全
体
の
投
票
に
よ
っ
て
決
す
る
こ
と

　
　
ハ
　
レ

に
し
た
．
か
く
も
厳
重
に
会
員
を
制
限
し
た
理
由
は
、
頑
冥
思
想
と
対
決
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
「
日
本
の
国
運
の
進
歩
」
「
日
本
帝
国
の
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進
運
」
を
快
よ
か
ら
ず
思
う
者
の
入
会
を
も
排
除
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
で
も
あ
っ
た
．
吉
野
に
限
ら
ず
、
黎
明
会
々
員
は
、
頑
冥

思
想
に
反
対
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
主
義
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
黎
明
会
々
員
が
、
あ
く
ま
で
も
同
志
的
結
合
体
で
あ
る

た
め
に
は
、
「
人
格
に
於
て
互
に
信
頼
」
し
、
「
少
数
の
併
し
堅
実
な
る
会
員
組
織
を
維
持
」
し
、
入
会
は
会
員
全
体
の
投
票
に
よ
っ
て
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

め
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

黎朋会とその漸進主義

　
左
右
田
喜
一
郎
の
演
題
は
「
文
化
主
義
の
論
理
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
い
ま
官
僚
主
義
、
保
守
主
義
、
軍
国
主
義
乃
至
民
主
主
義
、
進
歩
主
義
、
自
由
主
義
を
論
ず
る
も
の
に
し
て
、
そ
の
一
を
排
し
て
他
に

与
せ
ん
と
す
る
も
の
が
、
そ
の
論
ず
る
所
を
し
て
論
理
的
に
有
意
義
な
ら
し
め
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
主
義
に
内
在
的
に
し
て
、

し
か
も
こ
れ
等
の
主
義
を
超
越
す
る
立
場
を
見
出
す
こ
と
を
得
る
も
の
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
一
場
の
感
情
論
に
終
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
主
義
に
対
し
て
内
在
的
に
し
て
、
か
つ
超
越
的
な
る
立
場
に
あ
る
も
の
は
な
に
か
と
い
え
ぽ
、

そ
れ
は
文
化
主
義
で
あ
る
。
文
化
主
義
と
は
．
「
文
化
価
値
の
哲
学
を
基
礎
と
し
て
一
切
の
人
格
．
一
切
の
文
化
を
認
承
せ
ん
と
す
る

『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
で
あ
り
、
人
格
主
義
で
あ
る
」
。
「
限
ら
れ
た
る
一
部
の
人
生
観
を
以
て
全
部
に
強
い
ん
と
す
る
官
僚
主
義
、
軍
閥

主
義
を
蛇
蜴
の
如
く
忌
み
嫌
う
文
化
主
義
は
、
又
民
衆
一
般
の
仮
面
の
下
に
仮
令
大
多
数
な
り
と
は
い
え
単
に
無
特
権
階
級
を
以
て
特
権

階
級
に
代
置
せ
ん
と
企
つ
る
社
会
民
主
主
義
を
斥
け
ざ
る
を
得
な
い
」
。
な
ぜ
文
化
主
義
が
社
会
民
主
主
義
を
斥
け
る
か
と
い
え
ば
、
社

会
民
主
主
義
は
、
官
僚
主
義
、
軍
閥
主
義
と
同
様
に
各
人
の
人
格
の
絶
対
的
自
由
を
認
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
文
化
主
義
は
凡
ゆ
る
人

格
が
文
化
価
値
実
現
の
過
程
に
於
て
、
夫
々
特
殊
固
有
の
意
義
を
保
持
す
る
を
得
、
其
の
意
義
に
於
て
何
れ
か
の
文
化
所
産
の
創
造
に
参

与
す
る
の
事
実
を
通
じ
て
。
各
個
人
々
格
の
絶
対
的
自
由
の
主
張
を
実
現
し
得
る
事
を
求
む
る
も
の
で
あ
る
．
此
の
意
義
に
於
て
文
化
主

義
は
人
格
主
義
で
あ
る
」
が
、
社
会
民
主
主
義
は
人
格
の
絶
対
的
自
由
を
認
め
な
い
。
こ
の
点
、
官
僚
主
義
、
軍
閥
主
義
と
か
わ
ら
な
い
。

　
左
右
田
の
以
上
の
講
演
は
、
彼
の
言
葉
を
以
て
す
れ
ば
「
氷
の
如
き
冷
か
な
る
論
理
的
解
剖
を
加
う
る
」
か
の
如
き
型
を
と
り
、
社
会
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（
n
）

主
義
者
か
ら
見
て
も
、
「
謹
厳
な
る
学
者
的
態
度
を
以
て
文
化
主
義
の
論
理
を
説
い
た
」
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
左
右
田
は
．

吉
野
が
「
開
会
の
辞
」
で
、
そ
し
て
福
田
徳
三
が
大
正
八
年
初
頭
の
諸
新
聞
雑
誌
上
の
論
文
に
お
い
て
「
独
逸
流
の
社
会
民
主
主
義
を
排

す
る
は
吾
が
意
を
得
た
」
と
し
て
、
思
わ
ず
自
己
の
心
中
を
洩
ら
し
た
．
左
右
田
は
一
方
に
お
い
て
官
僚
主
義
、
軍
閥
主
義
、
権
力
主
義
、

帝
国
主
義
を
斥
け
つ
つ
、
他
方
に
お
い
て
社
会
主
義
を
拒
否
し
た
。
或
い
は
上
記
の
そ
れ
ぞ
れ
の
主
義
は
人
格
の
絶
対
的
自
由
を
認
め
な

い
も
の
と
し
て
一
括
し
て
拒
否
し
た
。
か
か
る
左
右
田
の
文
化
主
義
に
対
し
て
、
先
述
の
社
会
主
義
者
は
、
所
詮
資
本
主
義
の
優
越
を
以

て
労
働
階
級
に
臨
ま
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
批
判
し
た
。
社
会
主
義
を
拒
否
し
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
民
主
主
義
を
も
批
判
し
た
左

右
田
の
主
張
は
、
資
本
主
義
の
優
越
を
積
極
的
に
説
か
な
い
ま
で
も
、
現
状
肯
定
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。

　
「
余
は
特
に
文
化
主
義
の
民
主
主
義
（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）
に
対
す
る
態
度
を
定
め
て
置
き
た
い
」
と
し
て
、
左
右
田
は
民
主
主
義
を
無
条
件

で
支
持
し
な
い
理
由
を
論
じ
た
．
民
主
主
義
は
無
特
権
階
級
の
特
権
階
級
に
対
す
る
反
抗
の
一
面
を
示
し
、
無
特
権
階
級
の
解
放
を
主
張

す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
身
正
当
な
意
義
が
あ
り
、
文
化
主
義
の
主
張
に
背
反
す
る
も
の
で
は
な
い
．
し
か
し
、
特
権
階
級
の
優
越
に
代
え

る
に
、
単
純
に
多
数
を
占
む
る
無
特
権
階
級
の
優
越
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
多
数
は
常
に
小
数
よ
り
真
理
な
り
と
い
う
立
言
が
論
理
上

確
立
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
．
そ
の
結
果
は
、
文
化
生
活
を
自
然
生
活
に
復
帰
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
く
な
ろ
う
。
ま
た
特

権
階
級
の
否
定
は
論
理
上
平
等
主
義
と
な
り
、
そ
れ
は
悪
平
等
主
義
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
芸
術
、
学
問
は
駆
っ
て
民
衆
口
腹

の
欲
望
の
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
ね
ば
止
ま
ぬ
に
至
る
。
文
化
主
義
は
、
か
く
の
ご
と
き
民
主
主
義
に
く
み
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
民
衆

一
般
の
仮
面
の
下
に
仮
令
大
多
数
な
り
と
は
云
え
単
に
無
特
権
階
級
を
以
て
特
権
階
級
を
代
置
せ
ん
と
企
つ
る
社
会
民
主
主
義
を
斥
け
ざ

る
を
得
な
い
」
、
と
い
う
。
左
右
田
は
、
以
上
の
よ
う
に
官
僚
主
義
、
軍
閥
主
義
を
斬
る
論
理
で
、
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
大
衆
民
主
主
義
、

社
会
民
主
主
義
を
斬
り
す
て
た
．
左
右
田
は
結
局
、
「
真
正
の
民
主
主
義
は
無
特
権
階
級
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
制
度
が
存
続
す
る
な
ら

ば
常
に
見
ら
る
べ
き
様
の
特
権
階
級
の
凡
て
、
即
ち
換
言
す
れ
ば
一
切
の
人
格
が
文
化
価
値
な
る
規
範
の
実
現
過
程
に
於
て
、
其
の
表
面

の
上
に
各
々
其
の
固
有
の
位
置
を
占
め
得
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
と
い
う
。
国
家
権
力
も
頑
冥
思
想
家
も
左
右
田
の
「
学
術
的
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黎明会とその漸進主義

講
演
」
に
い
さ
さ
か
の
危
惧
も
感
じ
る
必
要
が
な
か
っ
た
．

て
く
れ
る
強
力
な
味
方
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

む
し
ろ
．
左
右
田
の
「
学
術
的
講
演
」
に
新
興
の
社
会
主
義
思
想
を
批
判
し

（
1
）
黎
明
会
講
演
会
で
は
、
毎
回
、
「
開
会
の
辞
」
と
し
て
誰
か
が
代
り
合
っ
て
簡
単
に
黎
明
会
の
趣
意
を
述
べ
、
且
つ
其
際
に
自
分
の
意
見
が
あ

れ
ば
、
別
に
「
開
会
の
辞
」
に
添
え
て
述
べ
て
宜
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
福
田
徳
三
「
世
界
を
欺
く
者
は
誰
ぞ
（
開
会
の
辞
）
」
（
『
黎
明

講
演
集
』
第
一
巻
第
二
輯
・
大
正
八
年
四
月
一
日
）
．
吉
野
は
、
「
開
会
の
辞
」
に
お
い
て
黎
明
会
の
趣
意
だ
け
を
述
べ
た
。
吉
野
の
演
題
は
、
は
じ

　
め
「
黎
明
運
動
」
と
な
っ
て
い
た
（
『
中
外
』
大
正
八
年
三
月
号
に
黎
明
会
第
一
回
講
演
会
の
広
告
が
あ
る
．
そ
こ
に
は
吉
野
の
講
演
題
名
が
「
黎

　
明
運
動
」
と
な
っ
て
い
る
）
。

パ　パ　パ　ハ　ハ

65432））　） ））月
十
五
日
〉

尾
尊
兜
氏
で
あ
る

　
い
う
点
に
関
し
て
は
拙
論

　
一
員
と
し
て
活
動
し
た
が

連
載
し
て
い
た
高
畠
素
之
は
福
田
を
介
し
て
入
会
を
申
込
ん
だ
が

　
た
」

思
わ
れ
る
。

（
7
）
中
目
尚
義
「
雑
記
」
（
前
掲
『
黎
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
一
輯
）
。

（
8
）
　
束
京
日
日
新
聞
大
正
八
年
一
月
十
九
日
号
に
は
、
吉
野
が
「
国
体
は
千
古
永
遠
の
磐
石
の
如
き
も
の
で
あ
る
我
等
は
愛
国
的
宣
伝
者
で
あ
る
」

と
旧
思
想
に
対
し
雄
々
し
き
挑
戦
の
焔
を
挙
げ
た
と
あ
る
が
、
『
黎
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
一
輯
で
見
る
か
ぎ
り
括
弧
内
の
文
言
に
当
る
言
葉
は
な

　
い
し
、
旧
思
想
に
対
し
雄
々
し
い
挑
戦
の
焔
に
当
る
よ
う
な
一
．
、
・
葉
も
見
出
し
得
な
い
。

前
掲
「
国
本
は
動
か
ず
」

前
掲
拙
論
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
一
断
面
」
。

左
右
田
喜
一
郎
「
文
化
主
義
の
論
理
」
（
前
掲
『
黎
明
講
演
集
』
第
一
巻
第
一
輯
）
。

尾
崎
士
郎
「
黎
明
会
聴
講
の
記
」
（
『
新
社
会
』
第
五
巻
第
六
号
・
大
正
八
年
二
月
一
日
）

黎
明
会
の
事
実
上
の
創
意
者
は
大
庭
景
秋
一
派
ら
し
い
と
は
古
野
作
造
の
記
述
す
る
所
（
社
会
思
想
社
『
社
会
科
学
大
辞
典
』
〈
昭
和
五
年
五

　
　
　
一
二
〇
一
頁
）
で
あ
り
、
大
庭
の
背
後
に
あ
っ
て
大
庭
を
操
り
、
黎
明
会
を
結
成
さ
せ
た
者
は
堺
利
彦
に
ち
が
い
な
い
と
す
る
の
は
松

　
　
　
　
　
（
吉
野
作
造
・
松
尾
尊
莞
編
『
中
国
・
朝
鮮
論
』
〈
昭
和
四
五
年
四
月
二
十
五
日
・
東
洋
文
庫
嘲
〉
の
『
解
説
』
三
六
六
頁
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
「
黎
明
会
創
立
に
お
け
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
一
餉
」
に
詳
述
し
た
。
大
庭
は
黎
明
会
創
立
以
来
、
中
心
メ
ン
パ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
、
大
庭
以
外
の
大
庭
一
派
は
入
会
で
ぎ
な
か
っ
た
．
当
時
、
『
新
社
会
』
に
カ
ウ
ツ
キ
ー
著
『
資
本
論
解
説
』
の
翻
訳
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
同
会
員
多
数
の
反
対
に
よ
り
、
『
色
彩
過
濃
』
の
故
を
以
て
美
事
に
ハ
ネ
ら
れ

（
高
畠
生
「
老
壮
会
と
黎
明
会
」
〈
前
掲
『
新
社
会
』
第
五
巻
第
六
号
〉
）
．
な
お
、
大
庭
一
派
と
は
『
新
社
会
』
関
係
老
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
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（
9
）
（
1
0
）
　
前
掲
中
目

（
1
1
）
　
前
掲
尾
崎
士
郎

「
雑
記
」
．

「
黎
明
会
聴
講
の
記
」
。

四
、
黎
明
会
第
一
回
講
演
会
の
内
容
と
分
析
（
五
）

　
木
村
久
一
は
「
新
国
民
心
理
の
創
造
」
と
題
し
て
講
演
を
し
た
。
木
村
の
用
い
た
国
民
心
理
と
は
、
国
民
意
識
、
国
民
の
自
覚
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
そ
の
講
演
を
以
下
要
約
す
る
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
開
始
以
来
、
独
逸
国
民
の
信
条
は
冒
碍
客
㎡
り
碍
騨
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
世
界
に
通
じ
る
信
条
は
国
貫
騨

『
目
蒔
耳
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
独
逸
が
孤
立
無
援
の
苦
境
に
陥
っ
た
の
は
、
独
逸
の
軍
国
主
義
者
が
ひ
た
す
ら
武
力
の

万
能
の
み
を
信
じ
て
い
た
の
に
対
し
、
連
合
国
側
が
正
義
人
道
を
標
榜
し
て
戦
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
日
の
世
界
に
お
い
て
武
力
は
も
は

や
万
能
で
は
な
く
、
正
義
が
非
常
な
力
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
大
戦
か
ら
学
び
と
る
こ
と
が
で
き
る
．
国
際
連
盟
は
大
戦
前
ま
で
空
想
と

し
て
斥
け
ら
れ
て
い
た
が
、
い
ま
や
そ
れ
は
講
和
会
議
の
根
本
問
題
と
い
う
観
が
あ
る
。
し
か
る
に
、
わ
が
国
の
軍
国
主
義
者
は
、
国
際

連
盟
な
ど
痴
人
の
夢
で
あ
る
と
、
そ
の
不
成
立
を
予
言
し
て
い
る
が
、
「
私
は
寧
ろ
そ
の
成
立
を
楽
観
す
る
者
で
あ
る
」
．
国
際
連
盟
が
空

想
よ
り
実
際
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
国
際
連
盟
も
ま
た
正
義
論
に
依
拠
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
非
力
の
わ
が
国
は
、
進
ん
で
国
際
連
盟

の
成
立
に
賛
成
し
、
国
際
問
題
に
臨
む
に
正
義
論
を
振
り
繋
し
て
当
る
こ
と
が
最
も
得
策
で
あ
る
。
た
だ
し
、
国
際
問
題
に
臨
む
時
だ
け

正
義
を
叫
ぶ
よ
う
な
正
義
論
は
、
他
国
の
横
暴
を
牽
制
す
る
力
が
な
い
．
故
に
ま
ず
自
国
内
に
お
い
て
正
義
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
肝

腎
で
あ
る
．
要
す
る
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
武
力
万
能
の
旧
信
仰
か
ら
醒
め
て
、
今
日
の
世
界
に
お
い
て
は
正
義
も
ま
た
非
常
に
強
い
力
で

あ
る
こ
と
を
悟
る
こ
と
が
新
国
民
心
理
で
あ
る
。

　
以
上
が
木
村
講
演
の
要
約
で
あ
っ
た
。
木
村
は
、
国
際
政
治
の
場
に
お
い
て
は
正
義
は
力
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
道
義
が
世
界
の
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大
風
潮
と
な
っ
て
い
る
と
説
い
た
．
講
演
の
主
調
は
理
想
的
・
抽
象
的
平
和
論
の
展
開
で
あ
る
．
『
新
社
会
』
派
の
尾
崎
士
郎
は
、
木
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
講
演
を
き
き
、
畢
寛
そ
れ
は
英
米
の
人
道
主
義
を
一
歩
も
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
批
評
し
た
．
木
村
は
、
世
界
は
将
来
人
道
に

よ
っ
て
改
造
さ
れ
る
か
ら
、
日
本
国
民
は
、
そ
う
い
う
方
向
に
そ
っ
た
意
識
を
創
造
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

た
ま
た
ま
、
わ
が
国
の
植
民
地
統
治
、
軍
備
拡
張
路
線
に
つ
い
て
批
判
的
な
文
言
も
一
、
二
述
べ
た
が
、
そ
れ
自
体
を
論
じ
る
重
厚
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
。

　
福
田
徳
三
を
除
き
、
黎
明
会
々
員
は
濃
淡
の
差
は
あ
っ
て
も
。
国
際
連
盟
の
成
立
を
歓
迎
し
て
い
た
．
そ
の
中
に
あ
っ
て
木
村
は
、
そ

の
成
立
に
つ
い
て
最
も
楽
観
的
で
あ
り
。
そ
れ
の
成
立
は
日
本
の
ご
と
き
弱
国
に
は
有
利
で
あ
り
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
と
し
て
大
歓

迎
で
あ
っ
た
．
木
村
は
黎
明
会
々
員
中
最
大
の
国
際
連
盟
賛
美
論
者
、
期
待
論
者
で
あ
っ
た
。

黎明会とその漸進主義

　
今
井
嘉
幸
は
「
頑
冥
者
流
よ
り
見
た
る
普
通
選
挙
」
と
題
し
、
講
演
し
た
。
東
京
に
お
け
る
大
衆
集
会
で
普
通
選
挙
が
初
め
て
唱
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

れ
た
の
は
、
今
井
の
こ
の
演
説
で
あ
っ
た
．
今
井
は
、
普
通
選
挙
に
つ
い
て
は
、
O
民
本
主
義
、
⇔
頑
冥
主
義
、
㊧
自
分
本
位
・
利
己
本

主
義
の
三
方
面
か
ら
考
察
す
る
立
場
が
あ
る
、
と
し
た
上
で
、
⇔
と
㊧
の
立
場
か
ら
普
通
選
挙
批
判
論
に
逐
一
反
論
し
た
。

　
頑
冥
者
は
、
第
一
に
、
普
通
選
挙
は
共
和
国
に
は
適
し
て
い
て
も
、
日
本
の
よ
う
な
君
主
国
に
は
合
し
な
い
、
と
い
う
が
、
そ
れ
は
間

違
い
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
普
通
選
挙
制
度
は
、
「
君
主
共
和
と
い
う
よ
う
な
国
体
問
題
と
は
全
然
別
個
」
で
、
仏
蘭
西
、
亜
米
利
加

の
よ
う
な
共
和
国
で
も
、
ま
た
英
吉
利
、
伊
太
利
、
白
耳
義
、
戦
前
の
独
逸
並
び
に
懊
地
利
の
よ
う
な
君
主
国
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
普

通
選
挙
と
い
う
の
は
国
民
の
大
多
数
者
を
政
治
に
参
与
せ
し
め
る
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
か
ら
と
い
っ
て
「
主

権
の
所
在
を
動
か
す
こ
と
に
は
な
ら
ぬ
。
人
民
政
治
の
参
与
が
主
権
の
侵
害
と
な
る
な
ら
ば
立
憲
政
治
は
全
然
日
本
に
行
わ
れ
な
い
と
云

う
こ
と
」
に
な
る
。

　
頑
冥
者
は
、
第
二
に
、
普
通
選
挙
は
危
険
思
想
を
含
ん
で
い
る
、
と
い
う
．
こ
れ
は
、
普
通
選
挙
を
以
て
騒
動
で
も
惹
起
す
る
原
因
に
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な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
普
通
選
挙
こ
そ
、
社
会
の
安
全
弁
で
あ
る
。
昔
の
聖
は
思
う
こ
と
言
わ
ぬ
は
腹
ふ
く
る

～
業
な
り
と
日
う
た
、
普
通
選
挙
は
多
数
の
国
民
を
し
て
腹
ふ
く
ら
ま
し
む
る
こ
と
を
防
ぐ
方
法
で
あ
る
。

　
普
通
選
挙
は
危
険
思
想
で
あ
る
と
す
る
者
は
、
そ
れ
が
毛
唐
人
の
も
の
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
風
に
副
わ
な
い
．
と
す
る
。
此
種
の
手
合

に
対
し
て
は
、
然
ら
ば
汝
等
は
な
ぜ
洋
服
を
着
る
か
、
な
ぜ
洋
食
を
食
う
か
と
云
う
反
問
を
加
え
れ
ば
宜
し
い
．

　
さ
ら
に
、
普
通
選
挙
は
天
賦
人
権
説
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
天
賦
人
権
説
は
政
治
上
、
法
律
上
、
誤
謬
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

以
上
、
普
通
選
挙
そ
の
も
の
の
根
拠
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
普
通
選
挙
即
危
険
論
が
あ
る
。
し
か
し
、
普
通
選
挙
権
は
何
人
に
も
与
え
る

も
の
で
は
な
い
、
「
婦
女
子
、
幼
者
、
癒
癩
白
痴
に
対
し
て
は
何
国
に
お
い
て
も
選
挙
権
を
与
え
な
い
」
し
、
他
方
、
兵
役
の
義
務
に
就

き
得
る
人
に
対
し
て
は
総
て
除
外
す
る
こ
と
な
く
、
政
治
に
参
与
せ
し
む
る
と
い
う
の
が
普
通
選
挙
の
観
念
で
あ
る
。

　
普
通
選
挙
即
危
険
論
の
最
後
と
し
て
、
普
通
選
挙
は
衆
愚
政
治
の
弊
を
招
く
も
の
で
あ
る
か
ら
賛
成
し
難
い
と
す
る
説
が
あ
る
．
こ
れ

は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
真
理
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
多
数
の
国
民
が
選
挙
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
衆
議
院

が
国
民
を
代
表
す
る
こ
と
に
な
り
、
官
僚
閥
族
の
巣
窟
で
あ
る
貴
族
院
や
枢
密
院
に
対
し
て
圧
力
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
長
所
が

あ
る
限
り
、
多
少
の
短
所
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。

　
頑
冥
者
は
、
第
三
に
、
普
通
選
挙
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
い
う
．
理
由
と
し
て
①
わ
が
国
民
の
政
治
的
知
識
が
十
分
で
な
い
、
②
日
本

は
西
欧
に
劣
る
、
③
普
選
要
求
の
声
が
な
い
、
④
普
通
選
挙
一
足
飛
び
は
危
険
、
中
間
段
階
を
経
て
進
む
べ
き
だ
、
と
い
う
．
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
反
対
理
由
は
次
の
よ
う
に
成
り
立
た
な
い
。

　
r
、
普
選
に
は
十
分
な
政
治
知
識
は
無
用
で
あ
る
。
候
補
者
の
い
う
こ
と
を
大
体
判
断
で
き
れ
ば
よ
い
。
わ
が
国
の
普
通
教
育
レ
ベ
ル

　
　
は
欧
米
諸
国
に
勝
っ
て
い
る
。
た
だ
独
逸
に
ほ
ん
の
一
歩
譲
る
だ
け
で
あ
る
。

　
オ
、
日
本
は
欧
米
先
進
国
に
比
較
し
て
文
化
的
に
も
遜
色
な
い
。

　
3
、
普
選
要
求
の
声
が
な
い
の
は
、
普
選
を
も
っ
と
も
強
く
要
求
す
る
は
ず
の
労
働
組
合
の
結
成
が
わ
が
国
に
お
い
て
妨
げ
ら
れ
て
い
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る
か
ら
で
あ
る
．

　
4
、
直
接
国
税
三
円
、
あ
る
い
は
二
円
と
い
う
中
間
段
階
設
置
論
は
、
選
挙
権
者
の
数
を
二
倍
、
三
倍
に
せ
し
む
る
だ
け
で
買
収
請
託

　
　
の
弊
害
を
広
く
し
、
成
金
的
候
補
者
を
進
出
さ
せ
る
。

　
普
通
選
挙
の
実
行
に
対
し
て
最
大
の
障
害
で
あ
る
自
分
本
位
・
利
己
本
主
義
者
の
普
通
選
挙
反
対
論
批
判
に
移
る
。
こ
こ
で
自
分
本
位

・
利
己
本
主
義
者
と
い
う
の
は
、
今
日
の
法
律
に
よ
り
地
位
を
得
て
い
る
代
議
士
と
そ
の
集
団
で
あ
る
政
党
、
並
び
に
そ
の
政
党
に
寄
生

し
て
い
る
閥
族
・
官
僚
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
代
議
士
、
政
党
、
閥
族
、
官
僚
が
普
通
選
挙
制
度
を
最
も
好
ま
な
い
の
は
、
そ
れ
が
実
現
さ

れ
れ
ば
、
か
れ
ら
の
地
位
が
脅
威
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
．
普
通
選
挙
実
現
の
た
め
に
は
、
自
分
本
位
・
利
己
本
主
義
者
の
妨
害
と
い
う

難
関
を
通
過
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
昨
年
ま
で
は
普
通
選
挙
権
拡
張
演
説
会
は
官
憲
に
干
渉
さ
れ
、
議
会
で
は
代
議
士
の
非
協
力
、
罵
署

嘲
笑
を
受
け
た
。
し
か
る
に
「
今
日
の
機
運
は
非
常
に
進
ん
で
来
た
、
之
を
昨
年
と
比
す
れ
ば
今
昔
の
感
に
堪
え
ぬ
も
の
が
あ
る
」
。
一

年
間
に
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
理
由
は
二
個
あ
る
。

　
第
一
は
、
欧
州
大
戦
の
結
果
、
民
本
主
義
が
官
僚
主
義
に
勝
っ
た
こ
と
、
第
二
に
は
米
騒
動
で
あ
る
。
前
者
は
人
民
の
協
力
な
く
し
て

は
国
家
の
大
事
は
な
し
得
ぬ
こ
と
、
後
者
は
民
衆
の
威
力
を
示
し
た
。
人
民
、
民
衆
の
力
を
利
用
善
用
し
て
国
家
の
た
め
に
尽
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
い
う
思
想
が
生
じ
て
き
た
。
こ
れ
が
普
通
選
挙
の
思
想
と
精
神
に
通
ず
る
。

　
以
上
、
今
井
の
講
演
を
要
約
し
た
．
今
井
の
普
通
選
挙
反
対
論
批
判
が
、
比
較
的
よ
く
整
理
さ
れ
て
、
展
開
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
主
張

を
通
読
し
て
二
点
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
第
一
点
は
、
当
時
、
普
通
選
挙
論
が
君
主
国
の
国
体
に
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
、
今
井
は
、
一
方
に
お
い
て
、
国
民
の
多
数
者
を
政
治
に
参
与
さ
せ
る
こ
と
は
主
権
の
所
在
を
動
か
す
こ
と
に
は
な
ら
ぬ
と

弁
明
し
、
他
方
に
お
い
て
普
通
選
挙
の
精
神
は
神
代
に
お
け
る
八
百
万
の
神
々
の
神
謀
り
に
す
で
に
見
ら
れ
る
と
し
た
．
す
な
わ
ち
、
今

井
は
、
「
我
日
本
の
建
国
の
神
代
に
於
て
は
、
如
何
で
あ
っ
た
か
、
八
百
万
の
神
々
は
天
の
安
河
に
集
い
ま
し
ま
し
て
諸
々
の
事
を
神
謀

り
に
謀
り
給
う
た
と
伝
え
ら
る
N
で
は
な
い
か
。
八
百
万
の
神
が
天
の
安
河
に
集
っ
て
国
事
を
議
す
る
と
云
う
こ
と
は
是
は
何
で
あ
る
か
、
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こ
れ
は
今
日
の
普
通
選
挙
以
上
の
会
で
あ
る
。
今
日
西
洋
諸
国
に
於
て
も
代
議
制
度
と
云
う
も
の
に
慷
ら
ず
し
て
、
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
即

ち
国
の
大
問
題
に
就
き
て
は
国
民
各
自
の
投
票
に
依
り
て
決
す
る
と
云
う
制
度
を
主
張
し
、
事
実
行
わ
れ
て
居
る
所
が
あ
る
。
右
申
す
神

代
の
古
事
は
普
通
選
挙
以
上
此
の
国
民
投
票
の
観
念
に
一
致
す
る
」
と
い
う
。
今
井
は
、
普
通
選
挙
と
い
う
新
制
度
が
わ
が
国
体
に
そ
う

も
の
で
こ
そ
あ
れ
、
国
体
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
弁
明
に
心
を
砕
い
た
。

　
今
井
は
他
の
黎
明
会
々
員
と
同
様
に
、
頑
冥
派
か
ら
の
攻
撃
を
避
け
る
た
め
に
慎
重
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
経
て
盛
り
上

る
内
外
の
民
衆
の
力
と
い
う
も
の
を
同
会
々
員
中
、
最
も
敏
感
に
感
じ
て
い
た
面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
注
目

し
た
い
第
二
点
で
あ
る
。
今
井
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
自
己
本
主
義
者
供
が
貴
衆
両
院
を
占
め
て
い
る
か
ら
選
挙
法
改
正
案
を
両
院
に
お

い
て
通
過
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
「
然
ら
ぽ
ど
う
す
る
か
と
言
え
ば
之
に
対
し
て
は
外
部
か
ら
要
求
の
声
を
起
す
よ
り
途
は
無
い

の
で
あ
る
．
唯
単
な
る
要
求
き
り
で
な
く
し
て
彼
等
に
向
っ
て
若
も
何
所
ま
で
も
そ
う
云
う
こ
と
を
や
っ
て
居
れ
ば
如
何
な
る
結
果
が
生

ず
る
か
も
知
れ
な
い
と
云
う
こ
と
を
警
告
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
適
当
の
圧
迫
を
加
え
な
け
れ
ば
到
底
目
的
は
貫
徹
出
来
ぬ
」
と
い
う
。

言
葉
は
決
し
て
お
だ
や
か
で
は
な
い
。
こ
の
文
言
は
、
昔
の
聖
は
、
思
う
こ
と
言
わ
ぬ
は
腹
ふ
く
る
Σ
業
な
り
と
日
う
た
、
「
膨
れ
た
腹

を
無
理
に
抑
え
付
け
れ
ば
遂
に
爆
発
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
ぬ
、
普
通
選
挙
と
云
う
も
の
は
是
等
の
危
険
に
対
す
る
と
こ
ろ
の
一
種
の
安
全

弁
」
で
あ
る
と
述
べ
た
思
想
に
も
通
ず
る
。
も
し
も
、
普
通
選
挙
権
獲
得
と
い
う
膨
れ
た
腹
を
抑
え
つ
け
る
者
が
い
た
な
ら
ば
爆
発
し
な

く
て
な
ら
ぬ
と
す
ら
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
「
民
衆
の
威
力
の
非
常
に
大
な
る
」
も
の
の
前
に
は
、
普
通
選
挙
の
実
現
を
も
は
や

妨
害
し
得
る
者
は
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
井
の
こ
の
「
民
衆
の
威
力
」
に
歴
史
の
前
進
を
賭
け
る
姿
勢
と

左
右
田
喜
一
郎
の
民
衆
一
般
、
大
多
数
者
、
無
特
権
階
級
を
、
た
だ
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
だ
け
価
値
あ
り
と
し
な
い
と
い
う
態
度
と
の
間

に
は
、
へ
だ
た
る
も
の
が
大
で
あ
っ
た
。
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福
田
徳
三
は
「
国
本
は
動
か
ず
」
と
い
う
演
題
で
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演
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．
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者
五
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中
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最
長
広
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で
あ
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た
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以
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福
田
の
講
演
を
要
約
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す
る
。

　
近
来
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
ご
と
き
西
洋
の
新
思
想
を
唱
う
る
人
が
い
る
と
、
日
本
の
国
体
を
危
く
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
者
が
い

る
。
も
し
、
西
洋
に
起
っ
て
来
る
所
の
思
想
が
、
そ
の
度
毎
に
日
本
の
国
体
を
危
く
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
仮
令
今
一
時
国
体
を
擁

護
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
も
、
十
年
、
十
五
年
、
二
十
年
後
に
は
ま
た
新
思
想
が
西
洋
に
起
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
否
、
西
洋
で

な
い
日
本
に
新
思
想
が
起
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
進
歩
し
て
い
る
限
り
新
思
想
は
必
ず
起
る
。
そ
の
度
毎
に
擁
護
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ

よ
う
な
国
体
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ぽ
吾
々
は
そ
の
国
体
に
対
し
甚
だ
不
安
を
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
吾
々
は
、
日
本
の
国
体
を
さ
よ
う

な
薄
弱
な
も
の
だ
と
は
決
し
て
思
わ
な
い
。

　
「
吾
々
日
本
人
に
取
り
ま
し
て
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
限
り
ま
せ
ぬ
、
社
会
主
義
で
あ
ろ
う
が
社
会
民
主
主
義
で
あ
ろ
う
が
そ
れ
か
ら
先

き
は
別
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
云
う
思
想
を
持
つ
人
が
国
中
に
居
っ
た
所
が
、
日
本
の
君
主
国
た
る
と
云
う
こ
と
に
は
少
し
も
変
り

が
起
る
の
で
は
な
い
と
信
ず
る
。
な
ぜ
な
ら
ぽ
吾
々
は
日
本
人
で
あ
る
」
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
考
え
社
会
主
義
を
考
え
る
と
云
っ
て
も
日
本

人
が
日
本
人
と
し
て
考
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
昔
か
ら
君
主
国
家
と
し
て
続
い
て
居
る
日
本
人
と
し
て
考
え
る
外
は
な
い
。
此
国
体
を
ど

う
し
よ
う
斯
う
し
よ
う
と
云
う
考
え
は
、
日
本
人
と
し
て
考
え
て
居
る
限
り
は
起
ら
な
い
」
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
ソ
シ
ャ
リ
ズ
ム
、
ボ
ル

シ
ェ
ヴ
ヰ
ズ
ム
を
考
え
る
場
合
、
日
本
人
と
し
て
考
え
な
い
と
危
険
で
あ
る
。
「
社
会
主
義
が
危
険
と
云
う
の
で
は
な
い
。
過
激
主
義
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

危
険
で
あ
る
の
で
は
な
い
、
日
本
人
と
し
て
考
え
な
い
と
云
う
こ
と
が
危
険
で
あ
る
」
「
或
人
は
過
激
派
思
想
は
行
け
な
い
、
是
は
危
険

で
あ
る
が
社
会
主
義
、
殊
に
温
和
な
る
社
会
主
義
な
ら
ば
這
入
っ
て
来
た
っ
て
差
支
え
な
い
。
是
は
大
丈
夫
で
あ
る
と
斯
う
云
う
区
別
を

す
る
人
が
あ
る
、
私
は
此
区
別
が
大
変
に
危
い
と
思
う
（
中
略
）
此
温
和
な
る
社
会
主
義
で
も
日
本
人
が
日
本
人
と
し
て
で
な
く
考
え
て

其
主
義
を
奉
ず
れ
ば
危
険
に
な
る
と
思
う
。
反
対
に
所
謂
過
激
派
の
思
想
で
も
日
本
人
と
し
て
考
え
て
見
る
以
上
は
何
等
の
危
険
を
日
本

に
は
意
味
せ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
日
本
人
と
し
て
考
え
る
以
上
は
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ヰ
ズ
ム
も
何
も
し
得
な
い
。
唯
思
想
上
の
一
つ
の
産
物
に

止
ま
る
。
多
数
の
人
が
此
思
想
に
化
す
る
と
云
う
こ
と
は
断
じ
て
な
い
」
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
人
が
日
本
人
と
し
て
考
え
る
の
で
な
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い
場
合
に
は
、
過
激
思
想
の
み
な
ら
ず
、
温
和
な
る
社
会
主
義
、
当
り
前
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
も
危
険
を
誘
引
す
る
と
堅
く
信
じ
る
．

　
福
田
の
講
演
の
要
約
を
先
へ
進
め
る
前
に
、
こ
こ
で
、
福
田
が
く
り
返
し
述
べ
た
「
日
本
人
が
日
本
人
と
し
て
考
え
る
」
と
い
う
こ
と

は
い
か
な
る
こ
と
で
あ
る
の
か
整
理
し
て
お
こ
う
．
日
本
人
が
日
本
人
と
し
て
考
え
る
か
ぎ
り
国
本
は
不
変
で
あ
る
が
、
日
本
人
と
し
て

考
え
な
く
な
っ
た
時
に
は
国
本
は
危
険
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
本
講
演
に
お
い
て
、
日
本
人
と
し
て
考
え
る
・
日
本
人
と
し
て

で
な
く
も
の
を
考
え
る
と
は
如
何
な
る
こ
と
と
福
田
は
定
義
し
て
い
る
か
は
重
要
な
間
題
で
あ
る
。
福
田
は
、
日
本
人
と
し
て
で
な
く
も

の
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
な
ど
と
い
う
国
は
詰
ら
ぬ
、
英
吉
利
で
な
く
て

は
な
ら
ぬ
．
独
逸
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
．
亜
米
利
加
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
思
っ
て
い
る
者
の
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
。
拝
英
論
者
、
拝

独
論
者
、
拝
米
論
者
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
「
人
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
ソ
シ
ヤ
リ
ズ
ム
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ヰ
ズ
ム
を
考
え
る
時
に
は
日

本
人
と
し
て
考
え
な
い
か
ら
そ
れ
は
危
険
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
点
、
福
田
の
い
わ
ん
と
す
る
所
は
明
瞭
で
あ
る
。

　
福
田
の
主
張
に
お
い
て
不
明
瞭
で
あ
る
の
は
、
日
本
人
が
日
本
人
と
し
て
考
え
る
と
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
、
と
い
う
一
点

で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
手
が
か
り
に
な
る
の
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
社
会
主
義
を
考
え
る
と
い
っ
て
も
日
本
人
が
日
本
人
と
し
て

考
え
る
と
、
「
ど
う
し
て
も
昔
か
ら
君
主
国
民
と
し
て
続
い
て
居
る
日
本
人
と
し
て
考
え
る
外
は
な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
以
上
の
も
の

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
の
意
味
は
、
日
本
は
昔
か
ら
君
主
国
家
で
あ
り
、
永
遠
に
君
主
国
家
で
あ
る
。
そ
し
て
自
分
は
君

主
国
民
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
常
に
所
持
し
、
そ
の
自
覚
を
不
動
に
し
た
上
で
も
の
ご
と
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
う
。
つ
ま
り
君
主
国
日
本
と
い
う
こ
と
に
は
指
一
本
ふ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
う
で
な
く
て
は
、
「
此
国
体
を

ど
う
し
よ
う
斯
う
し
よ
う
と
云
う
考
は
、
日
本
人
と
し
て
考
え
て
居
る
限
り
は
起
ら
な
い
」
と
い
う
福
田
の
説
明
に
つ
な
が
ら
な
い
．

　
福
田
講
演
の
要
約
に
戻
る
。
普
通
選
挙
論
は
尚
早
ど
こ
ろ
か
遅
れ
過
ぎ
て
い
る
。
そ
れ
が
実
現
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
決
し
て
「
真
正
な
る

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
は
行
わ
れ
な
い
。
大
事
な
こ
と
は
、
国
民
の
総
て
の
者
が
人
間
と
し
て
恥
か
し
く
な
い
経
済
生
活
を
営
む
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
生
存
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
．
「
生
れ
て
来
た
者
は
如
何
な
る
無
能
な
る
者
で
あ
っ
て
も
如
何
な
る
低
能
な
者
で
あ
っ
て
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も
如
何
な
る
卑
し
い
老
で
あ
っ
て
も
人
間
と
し
て
恥
か
し
か
ら
ぬ
生
存
の
出
来
得
る
よ
う
に
な
っ
て
居
る
社
会
、
若
し
く
は
国
」
を
目
ざ

す
べ
ぎ
で
あ
り
、
そ
の
方
向
へ
向
う
運
動
と
傾
向
を
真
正
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
す
る
。
今
日
ま
で
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
資
本
家
階
級
の
自

由
と
活
動
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
シ
ュ
ー
ド
（
嘘
の
）
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
あ
る
。
本
当
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
は
な
い
．
無

財
産
者
階
級
に
は
、
代
議
士
を
選
ぶ
よ
り
も
我
身
、
我
妻
、
我
子
が
人
間
と
し
て
恥
か
し
か
ら
ぬ
日
常
生
活
を
し
て
行
く
と
い
う
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。
「
若
し
国
民
が
人
間
と
し
て
生
存
を
十
分
に
保
証
せ
ら
る
x
こ
と
が
出
来
れ
ば
選
挙
権
な
ど
は
無
く
て
も
宜
い
。
」

　
以
上
で
福
田
講
演
の
要
約
は
終
る
。
結
局
福
田
は
、
日
本
は
昔
か
ら
君
主
国
で
あ
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
永
遠
に
君
主
国
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
認
識
で
き
る
日
本
人
は
、
い
か
な
る
思
想
を
唱
え
て
も
、
危
険
な
思
想
家
に
な
る
こ
と
は
な
い
、
し
た
が
っ
て
国
体
の
変
更
を

主
張
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
た
。
こ
う
し
た
主
張
に
拠
っ
た
上
で
、
生
存
権
が
保
証
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
真
正
の
デ
モ
ク
ラ
シ
！
が
実
現

さ
れ
る
と
い
っ
た
。

　
福
田
は
普
通
選
挙
論
な
ど
は
遅
れ
過
ぎ
て
い
る
、
黎
明
会
は
も
っ
と
先
の
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
と
し
て
、
生
存
権
を
主
張
し
た
。
福

田
は
、
進
歩
的
学
者
の
一
面
を
有
し
な
が
ら
、
他
面
に
お
い
て
君
主
国
、
君
主
国
民
と
い
う
文
言
を
多
用
し
、
わ
が
国
の
君
主
は
「
万
世

一
系
」
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
「
国
体
の
精
華
」
で
あ
る
と
い
う
思
想
を
拒
否
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
福
田
の
傾
向
は
、
他
の
黎
明
会
々

員
と
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
ま
た
黎
明
会
が
た
た
か
う
相
手
と
し
た
頑
冥
者
の
主
張
・
思
想
に
一
脈
通
じ
か
ね
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。

　
福
田
の
い
う
真
正
の
デ
モ
ク
ラ
シ
i
、
す
な
わ
ち
生
存
権
の
主
張
は
、
ま
さ
に
進
歩
的
で
あ
る
．
吉
野
作
造
は
、
健
全
な
る
思
想
を
起

す
た
め
に
は
、
そ
の
社
会
を
健
全
な
ら
し
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
し
て
、
国
民
生
活
の
安
固
充
実
が
先
決
間
題
で
あ
る
と
柔
わ
ら
か
に
表

現
し
た
。
こ
れ
と
比
較
し
、
福
田
は
、
日
本
の
憲
法
に
は
財
産
の
神
聖
が
重
大
な
る
こ
と
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
無
財
産
老
階
級

に
は
・
て
の
規
定
は
無
意
味
で
あ
る
、
生
存
の
不
可
侵
、
人
間
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
代
議
士
を
選
ぶ
こ
と
よ
り

大
切
で
あ
る
と
し
た
．
し
か
し
、
同
時
に
福
田
は
真
正
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
国
本
と
抵
触
し
て
は
な
ら
な
い
と
つ
け
加
え
る
こ
と
を
忘
れ
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な
か
っ
た
．
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
吾
々
の
国
民
生
活
の
不
可
侵
、
保
証
と
云
う
こ
と
を
確
立
す
る
と
云
う
こ
と
が
、
日
本
の
国
本
を
動
か

す
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
吾
々
は
端
的
に
之
を
要
求
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
我
慢
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
以
上

見
て
き
た
ご
と
く
、
福
田
の
思
想
に
よ
っ
て
は
国
本
・
国
体
は
微
動
だ
に
し
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
．
福
田
は
「
温
和
思
想
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

第
一
人
者
に
数
え
ら
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
た
。
頑
冥
思
想
を
激
烈
に
攻
撃
す
る
人
物
で
は
な
か
っ
た
。

　
黎
明
会
第
一
回
講
演
会
は
午
後
十
時
、
四
時
間
に
わ
た
る
講
演
を
無
事
終
了
し
た
。
「
温
和
思
想
家
」
の
福
田
や
、
講
壇
学
者
の
左
右

田
、
人
道
論
者
の
木
村
、
神
謀
り
即
普
選
論
を
説
く
今
井
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
進
歩
性
を
帯
び
た
学
者
、
政
治
家
で
は
あ
っ
た
が
、
危
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

な
思
想
家
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
世
間
か
ら
危
険
思
想
家
の
如
く
目
さ
れ
て
い
た
吉
野
博
士
」
も
壇
上
に
立
つ
こ
と
で
あ
る
．
警

視
庁
か
ら
会
場
の
警
戒
を
申
し
出
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
黎
明
会
は
警
視
庁
の
好
意
だ
け
を
受
け
、
警
備
は
こ
と
わ
っ
た
と
い
う
。
結
果
は
、

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

野
次
ひ
と
つ
と
ば
ぬ
静
粛
な
講
演
会
で
あ
っ
た
。
や
や
国
家
主
義
的
な
記
者
が
き
い
て
も
、
講
演
の
内
容
は
至
極
穏
健
で
正
当
な
説
だ
と

　
　
（
6
）

思
わ
れ
た
。

　
（
1
）
　
前
掲
尾
崎
士
郎
「
黎
明
会
聴
講
の
記
」
。

　
（
2
）
　
松
尾
尊
免
「
第
一
次
大
戦
後
の
普
選
運
動
」
（
井
上
清
編
『
大
正
期
の
政
治
と
社
会
』
〈
昭
和
四
十
四
年
三
月
二
十
七
日
・
岩
波
書
店
〉
所
収
一

　
　
六
七
頁
）
。

　
（
3
）
（
4
）
　
時
事
新
報
・
大
正
八
年
一
月
十
九
日
。

　
（
5
）
　
東
京
日
日
新
聞
・
大
正
八
年
一
月
十
九
日
。

　
（
6
）
　
カ
ン
デ
ソ
ス
キ
ー
『
炬
燵
の
中
よ
り
」
（
『
日
本
及
日
本
人
』
大
正
八
年
二
月
一
日
）
。
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結

語

　
黎
明
会
の
大
綱
三
則
は
、
大
筋
に
お
い
て
黎
明
会
の
目
的
、
性
格
を
し
め
し
て
い
る
。
第
一
回
例
会
か
ら
第
一
回
講
演
会
ま
で
の
黎
明

会
の
活
動
及
び
講
演
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
そ
の
特
性
が
鮮
明
に
な
る
。
黎
明
会
は
民
主
的
知
識
人
に
よ
る
民
主
的

思
想
を
宣
布
し
よ
う
と
す
る
団
体
で
あ
っ
た
．
こ
の
会
の
旗
上
げ
と
講
演
会
の
活
動
は
、
新
聞
雑
誌
が
注
目
し
、
と
り
あ
げ
た
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
講
演
会
場
は
、
若
い
知
識
人
た
ち
に
よ
り
満
た
さ
れ
た
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
波
で
あ
っ
た
。
黎
明

会
講
演
会
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
高
揚
に
は
た
し
た
価
値
を
承
認
し
つ
つ
、
次
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
お
き
た
い
。

　
1
、
各
自
が
民
主
主
義
的
な
主
張
を
し
た
が
、
そ
の
主
張
は
控
え
目
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
吉
野
作
造
は
講
演
中
、
民
主
主
義
、
民

本
主
義
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
文
言
を
一
語
も
使
用
し
な
か
っ
た
。
今
井
嘉
幸
は
普
通
選
挙
論
を
展
開
す
る
に
当
り
、
そ
れ
は
神
代
の

八
百
万
の
神
々
の
神
謀
り
に
通
ず
る
と
弁
明
し
た
．
こ
の
よ
う
に
弁
明
し
た
時
、
静
粛
な
聴
衆
は
拍
手
を
し
た
．
珍
ら
し
い
こ
と
で
あ
っ

た
．
黎
明
会
講
演
会
の
聴
衆
の
多
く
は
学
生
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
学
生
は
普
通
選
挙
が
神
代
の
神
謀
り
に
通
ず
る
と
い
う
説
明
に
拍
手
し

た
こ
と
は
記
憶
さ
れ
て
よ
い
。
福
田
徳
三
は
生
存
権
と
い
う
社
会
主
義
的
主
張
を
声
高
ら
か
に
論
述
し
た
。
聴
衆
は
福
田
の
説
く
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
絶
え
ず
敬
畏
の
態
度
を
以
っ
て
傾
聴
し
た
．
し
か
し
、
福
田
は
、
生
存
権
が
日
本
の
国
本
を
動
か
す
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
吾
々
は
端

的
に
こ
れ
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
我
慢
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
と
つ
け
加
え
た
。
聴
衆
は
こ
の
附
言
を
も
含
め
て
、
敬
畏
を
こ

め
て
傾
聴
し
た
の
で
あ
る
。

　
2
、
黎
明
会
は
会
自
体
が
社
会
主
義
者
の
入
会
を
阻
止
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
し
、
会
員
の
多
く
は
社
会
主
義
に
同
意
し
な
い
こ
と

を
明
言
し
て
い
た
。

　
3
、
日
本
の
将
来
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て
は
会
員
間
で
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
吉
野
は
、
大
綱
三
則
に
お
い
て
会
員

は
一
致
し
、
そ
こ
か
ら
後
ろ
を
向
い
た
時
は
力
を
協
せ
て
戦
う
が
、
そ
こ
か
ら
先
は
銘
々
自
分
の
信
ず
る
所
に
向
っ
て
進
む
、
と
い
っ
た
．
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そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
普
通
選
挙
へ
の
評
価
は
、
今
井
と
福
田
で
異
っ
た
。
大
庭
景
秋
は
、
後
に
、
福
田
は
今
井
の
普
通
選
挙
論
を
猛
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
翻
弄
し
た
、
福
田
は
今
井
に
喧
嘩
を
売
っ
た
、
聴
衆
は
同
志
打
の
変
態
に
呆
然
と
し
た
、
と
記
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
国
際
連
盟
を
含
む

国
際
情
勢
の
認
識
に
関
し
て
も
、
木
村
久
一
と
福
田
と
の
間
に
、
ず
れ
が
見
え
て
お
り
、
や
が
て
そ
れ
が
越
す
に
越
せ
な
い
断
絶
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
吉
野
は
、
の
ち
に
、
黎
明
会
で
は
後
を
向
い
て
頑
冥
思
想
と
戦
う
と
い
う
こ
と
に
は
一
致
す
る
が
、
積
極
的
に
一
般
問
題
に
つ
い
て
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

見
を
纏
め
る
相
談
を
し
た
こ
と
は
な
い
、
と
述
べ
た
。
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
福
田
徳
三
に
は
頑
冥
思
想
と
同
伴
し
た
部
分

も
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
以
上
論
述
し
て
き
た
こ
と
を
総
括
す
る
と
、
黎
明
会
々
員
の
主
張
は
旧
思
想
と
妥
協
、
同
伴
、
譲
歩
、
混

交
す
る
側
面
が
あ
り
、
反
社
会
主
義
を
大
勢
と
し
、
新
旧
思
想
を
め
ぐ
り
会
員
間
に
見
解
の
ず
れ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
る
い
は
、
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
と
り
も
な
お
さ
ず
、
黎
明
会
々
員
に
攻
撃
を
加
え
よ
う
と
す
る
頑
冥
派
へ
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
と
な
っ

た
。
黎
明
会
は
全
体
と
し
て
漸
進
的
民
主
主
義
者
の
集
団
の
色
彩
を
帯
び
て
い
た
。

（
1
）
　
『
黎
明
会
第
一
回
講
演
会
」
（
『
中
外
』
大
正
八
年
二
月
号
）
。

（
2
）
　
大
庭
桐
公
「
福
田
徳
三
論
－
対
河
上
博
士
挑
戦
者
」
（
『
日
本
及
日
本
人
』
大
正
へ
年
六
月
十
五
日
）
。

（
3
）
　
吉
野
作
造
の
黎
明
会
第
二
回
講
演
会
（
大
正
八
年
二
月
二
十
六
日
）
に
お
け
る
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
関
す
る
吾
人
の
見
解
」

　
第
一
巻
第
二
輯
・
大
正
八
年
四
月
一
日
）
。

（
『
黎
明
講
演
集
』
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